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論文要旨
本研究では、①保育における「環境」に対するイメージの全容を明らかにすること、また、②そ
のイメージの変容及び、③個人的特性との関連性を検討することを目的とした。保育者養成段階に
いる学生を対象に質問紙調査を実施した結果、①保育における「環境」のイメージとしては、「人
的環境」「物的環境」「空間的環境」「自然環境」の 4種類が抽出された。また、保育内容「環境」
の講義初回と最終回の 2時点間でその変容を検討した結果、②はじめは「空間的環境」に偏ってい
たイメージが、「人的環境」や「物的環境」へも拡大したことが明らかとなった。さらに、③「物
的環境」「空間的環境」「自然環境」に対するイメージは、学生の生活経験や柔軟的思考と関連があ
ることが分かった。しかし、すべての特性が一様な関連性を示してはおらず、保育における「環境」
に対するイメージと個人的特性との関連性については、継続して検討していく必要性がうかがえた。

キーワード：環境、保育内容「環境」、イメージ、保育者養成

Ⅰ．問題と目的
1．「環境を通して行う教育」の重要性

平成元年における幼稚園教育要領の改訂以
降、乳幼児期の教育は「環境を通して行う教育」
を基本としている。平成 29 年 3 月には新しい
幼稚園教育要領が告示され、このような教育の
在り方はますます重視されるようになった。新
しい幼稚園教育要領の総則には、「教師は、幼
児との信頼関係を十分に築き、幼児が身近な環
境に主体的に関わり、環境との関わり方や意味
に気付き、これらを取り込もうとして、試行錯
誤したり、考えたりするようになる幼児期の教
育における見方・考え方を生かし、幼児と共に
よりよい教育環境を創造するように努めるもの
とする」と記されており、子どもは「環境」と
のかかわりを通して学びを深めること、また、

保育者には、その学びを援助する「教育環境」
を子どもと共に創造していく役割があることが
示されている。

　
2．保育における「環境」の役割

これらを裏付けるように、保育における「環
境」の役割について、これまで多くの議論や研
究が重ねられてきた。小川（2000）は、幼児の
積木活動を題材に取り上げ、「環境」として保
育者が積木をある場所に置くことは、子どもの
潜在的・顕在的な興味を誘発するものであり、
このように環境を構成すること自体、間接的に
保育者の願いや教育目標を含ませることでもあ
ると述べている。また、汐見・村上・松永・保
坂・志村（2012）は、保育室の空間構成の変化
が子どもの遊ぶ時間や保育室内の移動時間、遊
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びへの集中度（視線移動の減少をもって「集中
している」と捉えている）に変化をもたらすこ
とを明らかにし、環境の変化が子どもの行為に
影響を与えることを指摘している。

従来、保育者には、一人ひとりの子どもの育
ちを理解し、その上で適切に環境（人的・物的・
空間的・時間的環境すべて）を構成すること（河
邉，2005）、そして、子どもと共に常に作り変
えていくこと（大豆生田，2016）が求められて
いる。保育者が意図的に計画し、子どもと共に
創り出す「環境」は、子どもの興味・関心や自
発的な行動を促すなど、幼児期の子どもが必要
な経験を得るために重要な役割を担っているの
である。

　
3．「環境構成」の在り方に関する議論

そのため、多くの保育実践家や研究者が、適
切な「環境構成」の在り方に注目し、様々な観
点から検討を行っている。例えば、藤田（2004）
は、観察された遊びの場面を分析し、子どもの
行動の発生や発展に関わっている物的要素につ
いてまとめ、保育室内における自然素材が屋外
遊びへの広がりを促す可能性のあることを指摘
している。また、原（2006）は、空間的な要素
についても検討を加えており、舞台的な空間や
遊びが隣接している空間は子どもたちの自律的
な集団遊びを促すことを明らかにしている。同
様に、共有スペース（砂場やコーナーなど、区
画され、子どもが利用できる様々な対象物があ
る場所）が子どもの相互交渉を促すこと（廣瀬，
2007）や、絵本の表紙提示が絵本コーナーの利
用を促すこと（山田，2012）など、保育実践を
題材に適切な「環境構成」の在り方を提案して
いる研究が多い。近年では、高山（2014）が、
これら実践事例に基づく研究の成果を集約し、
環境構成を「保育者が、保育または保護者支援
を目的として、人・自然・物・空間・時間等の
環境を意図的に選択し構成する行為」と定義し
た上で、子どもの遊びや生活、発達に応じた環
境構成の在り方を体系的にまとめている。

このように、豊富な実践事例を土台に考察さ
れた「環境構成」に関する議論は、将来の保育
実践に活用できる有効な知見となっている。し
かし、これら研究の多くは、環境の構成者であ
る保育者自身の意識についてはあまり言及して
いない。例えば、自然環境にばかり目を向けて
いる保育者は、子ども同士のかかわりや保育者
の存在など、人的環境の構成に難しさを感じる
かもしれない。「環境」の運用や活用は、保育
者の保育観や発達観に左右される（大場，
2007）との指摘もある。効果的な「環境構成」
を選択するためには、保育者の「環境」に対す
る意識についても検討を加える必要があると考
えられる。そこで、本研究では、保育者の「環
境」に対する意識について着目し、その観点や
変容について検討を行うこととした。

　
4．‌�保育者の「環境」に対する意識に関する議

論
保育者の「環境」に対する意識（「環境」に

対するイメージや捉え方）を扱った研究は、大
きく現場保育者と保育者養成段階の学生を対象
としたものに二分される。

現場保育者を対象としたものとしては、汐見
ら（2012）や佐藤（2017）の研究が挙げられる。
汐見ら（2012）らは、保育環境の充実を図る保
育者の着眼点に注目し、保育者は、その過程で、
玩具や遊具など、子どもの発達や興味・関心に
基づいた素材（物的環境への着目）から、それ
らの配置や保育室の区切りなど、保育室の空間
構成へも着目するようになったと報告してい
る。また、佐藤（2017）は、保育者が「人的環
境」について重視している内容を調査し、保育
者は、精神的なよりどころとなる関わりや援助

（子どもの心情をありのまま受容することや安
心できる存在であること）に重きを置いている
ことを明らかにした。

一方、保育者養成段階の学生を対象としたも
のでは、小野・飯島（2014）や大神（2017）の
研究が挙げられる。小野・飯島（2014）は、写
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真から保育環境の質を評価する PEMQ（Photo 
Evaluation Method of Quality）を実習の前後
で実施し、実習後には、環境構成に含まれる保
育者の意図を読み取った項目が増えたこと（環
境構成を複数の視点から読み取るようになった
こと）を示している。実習による新たな視点獲
得については、大神（2017）も同様の報告をし
ており、「環境」に関する言葉の想起数が実習
後に増加することを明らかにした。また、曽野

（2016）は、学生の「気付き」には、これまで
の授業内容や学生自身の実践経験が結びついて
いると考察し、先述した大場（2007）と同様、
学生のこれまでの経験との関連性を指摘してい
る。

このように、保育者の「環境」に対する意識
を調査した研究は、現場保育者の視野の拡大や
学生の新たな視点獲得を示唆するものであり、
専門性の向上や保育者養成にとっても重要な手
がかりとなっている。しかし、これら研究の多
くは、空間構成や人的環境など、当初から「環
境」の一要素のみを扱うことが多く、「環境」
に対するイメージの全容を明らかにするまでは
至っていない。

そのため、本研究では、保育者がもつ「環境」
に対するイメージの全容を明らかにすることを
目的とした。なお、本研究では、保育者養成段
階から現場保育者に至るまでの専門性向上を見
据え、まずは、保育者養成段階の学生を対象に
検討することとした。

　
5．本研究の目的	

以上のことから、本研究では、以下の 3 点に
ついて検討を行うことを目的とした。

　保育者養成の段階にいる学生を対象に、
①‌�「環境」に対するイメージの全容を明らか

にすること。
②‌�保育内容「環境」の講義の受講前後を比較

し、そのイメージの変容を検討すること（こ
れは、保育内容「環境」の講義の習熟度を
評価する過程とも言い換えられる）。

③‌�「環境」に対するイメージと学生の特性と
の関連を検討すること。

Ⅱ．方法
1．調査時期・調査対象者

1）時期：2017 年 4 月（事前）・7 月（事後）
2）‌�調査対象者：筆者らが所属する保育者養

成校における保育内容「環境」の履修者
111 名（全員女子短期大学 2 年生）。なお、
調査対象者となった短期大学 2 年生の学
生は、初回と最終回の期間中、幼稚園に
おける教育実習を経験している。

　
2．調査の手続きと倫理的配慮

調査は、筆者らが担当する保育内容「環境」の
講義初回と最終回に実施した。受講している学
生全員（調査対象者）に質問紙を一斉に配付し、
回答後、その場で回収を行った。実施の際は、
調査概要が書かれた文書を用意し、事前に調査
の目的や内容を口頭で説明した。また、個人情
報保護や、回答結果が成績評価に反映されない
ことなど、倫理的配慮に関する説明も加えた。

　
3．質問紙の内容

（1）「環境」に対するイメージ
学生がもつ「環境」に対するイメージの内容

を明らかにするため、「保育における『環境』
において、あなたがイメージするものは何です
か。思いつくものをすべて書き出してください」
と教示し、自由記述による回答を求めた。

（2）学生の特性に関する質問項目
先述した大場（2007）や曽根（2016）の指摘

にもある通り、「環境」に対するイメージを学
生の特性との関連も合わせて検討することは、
今後、効果的な保育者養成の在り方を検討する
ための手がかりを得ることにもつながる。その
ため、本研究では、学生の特性に関する質問も
合わせて尋ねた（表 1）。各項目は、筆者が担
当する保育内容「環境」の講義内容に合わせ、
保育実践の経験がある教員と共に作成した。調
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査時は、各項目について「現在のあなたにどれ
くらい当てはまりますか。最も当てはまると思
う数字 1 つに〇を付けてください」と教示し、

「1：あてはまらない」 から「4：とてもあては
まる」の 4 件法で回答してもらった。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4．‌�保育内容「環境」の到達目標と講義内容
調査対象となった学生が受講した保育内容

「環境」の到達目標と全 15 回分の講義内容は、
以下の通りであった。

（1）講義の到達目標
●‌�幼稚園教育要領に示された「環境を通して

行う教育」と領域「環境」との関連につい
て理解し、「環境」のもつ重要性について
説明できる。

●‌�物的環境、人的環境、自然環境という 3 つ
の視点から、領域「環境」の「ねらい」「内
容」を具体的な保育計画の中に位置づけ作
成する能力を身につける。

●‌�子どもが主体的に身近な環境にかかわり、
生活に取り入れていこうとする態度を養う
ための環境構成のあり方や保育者の役割・

援助の方法について理解し、保育計画を作
成する能力を身につける。

（2）全 15 回分の講義内容
①‌�環境を通しておこなう教育
②‌�領域「環境」の意義
③‌�子どもの発達と環境
④‌�身近な環境を感じる（自然観察）
⑤‌�子どもの発達と自然環境
⑥‌�自然環境と保育者の意図
⑦‌�教材研究発表会（植物・野菜の育て方、生

き物の飼い方）
⑧‌�園内環境の構成
⑨‌�物的環境にかかわる子どもの姿
⑩‌�人的環境としての保育者の役割
⑪‌�子どもにとっての友だちの意味
⑫‌�人的環境と子どもの育ち
⑬‌�人的環境としての友だち・保育者の役割
⑭‌�好奇心、興味、関心を育てる環境
⑮‌�「環境」による教育の意義

Ⅲ．結果と考察
1．回答状況　

事前・事後どちらの調査時点においても全て
の質問項目に答えた有効回答は 86 名（77.48％）
であった。以降の分析は、これらの有効回答を
用いて行った。
2．保育における「環境」に対するイメージ

高山（2014）は、保育における環境の要素と
して、「自然」「物」「人」「色」「色以外の視覚
刺激」「音」「空間」「動線」「時間」「気温・湿度・
空気の質」の 10 項目を挙げている。本研究では、
この要素を参考に、学生が抱く「環境」に対す
るイメージを分類した。分類は、保育の実践経
験のある教員 1 名と共同で行った。

その結果、まず、4 種類の大カテゴリー「人
的環境」「物的環境」「空間的環境」「自然環境」
が抽出された。さらに、大カテゴリー「人的環
境」からは「人全般」「子ども」「家庭」「保育者」

「社会」の中カテゴリーが抽出された。同様に、
大カテゴリー「物的環境」からは「物全般」「教

表１．学生の特性に関する質問項目
質問項目

自然の中で過ごすことが好きである
季節の変化に気が付くことができる
花や野菜を育てることが好きである
虫や小さな生き物を捕まえたり触ったりすることがで
きる
屋外で過ごすことが好きである
室内で過ごすことが好きである
一人でいることが好きである
いろいろな人とかかわることが好きである
整理整頓が得意である
新しいことを発見することができる
様々な工夫を考えることができる
どうしたらよいか、思考や行動の選択肢をいくつか考
えることができる
いろいろな角度からものごとを考えることができる
自分が直面している状況を正確に理解することができ
る
計画にないことが起きても、落ち着いて対応できる

05_青木加奈･古屋真.indd   46 18/1/27土   15:16



― 46 ― ― 47 ―

材・教具」「玩具・遊具」の中カテゴリーが、
大カテゴリー「空間的環境」からは「空間全般」

「場所」「色」「色以外の視覚刺激」「音」「匂い」
「雰囲気」「動線」「時間」の中カテゴリーが、
大カテゴリー「自然環境」からは「自然全般」「動
植物」「温度・湿度」「天候」「季節」の中カテ
ゴリーが抽出された。この他、ゴミ問題やエコ
ロジーなど、環境保全に類するものや、「子ど
もの主体性を促すもの」や「子どもの心身の発
達を促すもの」といった「環境」の役割に関す
る回答がみられた（表 2）。

この結果から、保育者養成段階にいる学生は、
「人的環境」「物的環境」「空間的環境」「自然環
境」の 4 種類の観点から保育における「環境」

を捉えていることが考えられた。
3．‌�保育における「環境」に対するイメージの

変容
その後、調査（保育内容「環境」の講義）の

初回時点と最終回時点の回答で大カテゴリーの
出現に差異が見られるかを検討するため、
Pearson のχ2 検定を行った。その結果、初回
時点と最終回時点の出現率に統計的に有意な差
がみられた（χ2=15.36，df=4，p<.01）。残差
分析の結果、「人的環境」及び「物的環境」に
関する回答は、初回から最終回にかけて増加し
たことが分かった。一方、「空間的環境」に関
する回答は、初回から最終回にかけて減少した
ことが明らかとなった（表 3）。

表 2．保育における「環境」に対するイメージの分類カテゴリー
大カテゴリー 中カテゴリー 回答例

人的環境 人全般 人，人的環境，人間関係，すべての人
子ども 子ども，友だち，友人
家庭 保護者，両親，親，きょうだい，祖父母
保育者 保育者（教諭，保育士），先生
社会 大人，地域住民

物的環境 物全般 物，物的環境，子どもの周りのものすべて
教材・教具 教材，素材，教具，道具，机，椅子
玩具・遊具 玩具，おもちゃ，遊具，固定遊具

空間的環境 空間全般 空間，環境構成，物の配置，保育者の位置，雰囲気
場所 保育室，園庭，園舎，屋外，園週辺の環境
色 色，緑色，水色
色以外の視覚刺激 子どもの作品，掲示物，文字・数字
音 保育中の音楽
匂い 匂い
雰囲気 温かな雰囲気，清潔感，安全性・危険性
動線 子どもが通る道の確保
時間 活動を展開する時間帯

自然環境 自然全般 自然，自然環境，山，川，森，海，水，空
動植物 動物，植物，生き物
温度・湿度 気温，湿度，空気の質
天候 天候，天気
季節 季節，四季

その他 ゴミ，エコ，環境保全，エネルギー問題，地球，「環境」の役割

表 3．大カテゴリーの出現率の違い
人的環境 物的環境 空間的環境 自然環境 その他

初回

n 50▽ 27▽ 117▲ 83 83
％ 35.97％ 33.33％ 52.70％ 45.11％ 51.92％

期待度数 62.32 36.32 99.54 82.50 23.32
残差 −2.36 −2.22 2.87 0.09 1.07

最終回

n 89△ 54△ 105▼ 101 25
％ 64.03％ 66.67％ 47.30％ 54.89％ 48.08％

期待度数 76.68 44.68 122.46 101.50 28.68
残差 2.36 2.22 −2.87 −0.09 −1.07

注）△▽は 5％水準の高低を、▲▼は 1％水準の高低を示す
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つまり、保育者養成課程の進捗（保育内容「環
境」の講義履修や実習経験など）に伴い、初回
は「空間的環境」に偏っていたイメージが、「人
的環境」や「物的環境」へも拡大したと考えら
れた。

同様に、中カテゴリーの出現に差異があるか
を検討するため、大カテゴリー毎に Pearson
のχ2 検定を行った。その結果、「人的環境」「物
的環境」「自然環境」においては中カテゴリー
の出現率に差が見られなかったが（人的環境；
χ2=7.62，df=4，n.s.， 物 的 環 境； χ2=3.89，
df=2，n.s.，自然環境；χ2=8.56，df=4，n.s.）、

「空間的環境」においてのみ中カテゴリーの出
現 率 に 差 が み ら れ た（ χ2=27.07，df=7，
p<.01）。各大カテゴリーにおける中カテゴリー
の出現率については表 4-1 から表 4-4 に示す。

「空間的環境」について残差分析を行った結果、
「場所」と「色以外の視覚刺激」は、初回から
最終回にかけて増加したが、「雰囲気」につい
ては減少したことが明らかとなった。具体的に
は、保育室や園庭といった「場所」に関する回
答や、壁画や黒板といった「色以外の視覚刺激」
に関する回答は増加したが、温かな雰囲気や過

ごしやすい雰囲気といった「雰囲気」に関する
回答は減少していた。また、「音」や「匂い」、「時
間」に関する回答は少なく、「動線」に関する
回答は、両時点においても出現しなかった。

これは、「空間的環境」に関するイメージ、
特に、「場所」や「色以外の視覚刺激」に関す
るイメージは拡大し、「雰囲気」に関するイメー
ジは縮小したことを示している。
4．‌�保育における「環境」に対するイメージと

学生の特性との関連
次に、保育における「環境」に対するイメー

ジと学生の特性に関する質問項目との関連を検
討するため、「環境」に対する大カテゴリーの
出現数と各質問項目の点数との相関分析を行っ
た（Pearson の積率相関係数を算出した）。そ
の結果、「物的環境」「空間的環境」「自然環境」
については、いくつかの質問項目との間に統計
的に有意な関連性が認められた（表 5）。

具体的には、「物的環境」において、「どうし
たらよいか、思考や行動の選択肢をいくつか考
えることができる」との間に正の相関がみられ
た。これは、複数の選択肢を考えることができ
ると「物的環境」に対するイメージも多くもて

表 4− 2．「物的環境」における中カテゴリーの出現率の違い（結果：出現率の差異なし）
物全般 教材・教具 遊具・玩具

初回

n 6 9 12
％ 20.00％ 39.13％ 42.86％

期待度数 10.00 7.67 9.33
残差 −1.95 0.70 1.32

最終回

n 24 14 16
％ 80.00％ 60.87％ 57.14％

期待度数 20.00 15.33 18.67
残差 1.95 −0.70 −1.32

表 4− 1．「人的環境」における中カテゴリーの出現率の違い（結果：出現率の差異なし）
人全般 子ども 家庭 保育者 社会

初回

n 13 11 7 11 8
％ 30.23％ 45.83％ 33.33％ 28.21％ 66.67％

期待度数 15.47 8.63 7.55 14.03 4.32
残差 −0.94 1.11 −0.27 −1.19 2.32

最終回

n 30 13 14 28 4
％ 69.77％ 54.17％ 66.67％ 71.79％ 33.33％

期待度数 27.53 15.37 13.45 24.97 7.68
残差 0.94 −1.11 0.27 1.19 −2.32
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ることを示している。
また、「空間的環境」において、「季節の変化

に気が付くことができる」との間に負の相関が、
「花や野菜を育てることが好きである」と「整
理整頓が得意である」との間に正の相関がみら
れた。さらに、有意な関連性とまでは言えない
が、「一人でいることが好きである」との間には、
正の相関の傾向がみられた。これらの結果は、
季節の変化に気が付くほど「空間的環境」に対
するイメージが減ることを、反対に、植物を育
てることが好きであることや整理整頓が得意で
あるほど「空間的環境」に対するイメージが増
えることを意味している。

同様に、「自然環境」において、「どうしたら
よいか、思考や行動の選択肢をいくつか考える
ことができる」との間に負の相関がみられた。
加えて、「屋外で過ごすことが好きである」と
の間には正の相関の傾向が、「自分が直面して
いる状況を正確に理解することができる」との
間には負の相関の傾向がみられた。「物的環境」
との関連性とは異なり、複数の選択肢を考える
ことができると「自然環境」に対するイメージ

が減るということが考えられた。
このように、保育における「環境」に対する

イメージと学生の特性との間には、一定の関連
性がみられた。しかし、「人的環境」については、
一部、「様々な工夫を考えることができる」と
の間に正の相関の傾向がみられたのみで、この
他の項目すべてとの間に統計的に有意な関連性
はみられなかった。また、関連性が認められた
ものにおいても、一部のものは負の関連を示し
ており、保育における「環境」のイメージの減
少へ繋がる特性の存在もうかがえた。

Ⅳ．総合考察
本研究では、保育者養成段階にいる学生を対

象に、①保育における「環境」に対するイメー
ジの全容を明らかにすることを主目的とした。
また、②そのイメージの変容や③学生の特性と
の関連も合わせて検討した。

その結果、保育における「環境」に対するイ
メージは、「人的環境」「物的環境」「空間的環境」

「自然環境」の 4 種類が抽出された。また、保
育内容「環境」の講義初回と最終回の 2 時点間

表 4− 3．「空間的環境」における中カテゴリーの出現率の違い
空間全般 場所 色 色以外 音 匂い 雰囲気 動線 時間

初回

n 40 47▼ 3 1▽ 1 1 23▲ 0 1
％ 60.61％ 41.23％ 60.00％ 14.29％ 50.00％ 100.00％ 88.46％ 0.00％ 100.00％

期待度数 34.78 60.08 2.64 3.69 1.05 0.53 13.70 0.00 0.53
残差 1.53 −3.52 0.33 −2.07 −0.08 0.95 3.89 0.00 0.95

最終回

n 26 67▲ 2 6△ 1 0 3▼ 0 0
％ 39.39％ 58.77％ 40.00％ 85.71％ 50.00％ 0.00％ 11.54％ 0.00％ 0.00％

期待度数 31.22 53.92 2.36 3.31 0.95 0.47 12.30 0.00 0.47
残差 −1.53 3.52 −0.33 2.07 0.08 −0.95 −3.89 0.00 −0.95

注）△▽は 5％水準の高低を、▲▼は 1％水準の高低を示す

表 4− 4．「自然環境」における中カテゴリーの出現率の違い（結果：出現率の差異なし）
自然全般 動植物 温度・湿度 天候 季節

初回

n 47 19 3 5 9
％ 43.52％ 38.00％ 75.00％ 45.45％ 81.82％

期待度数 48.72 22.55 1.80 4.96 4.96
残差 −0.52 −1.18 1.21 0.02 2.52

最終回

n 61 31 1 6 2
％ 56.48％ 62.00％ 25.00％ 54.55％ 18.18％

期待度数 59.28 27.45 2.20 6.04 6.04
残差 0.52 1.18 −1.21 −0.02 −2.52
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でその（出現数の）変化を検討した結果、「空
間的環境」に偏っていたものが、「人的環境」
や「物的環境」へも拡がったことが分かった。
これは、小野・飯島（2014）や大神（2017）の
研究と同様の結果でもある。回答した学生は、
同時期に、幼稚園における教育実習を経験する
こともあり、これらイメージの拡大に影響を及
ぼしている可能性も考えられるが、保育内容「環
境」の講義における到達目標とも照らし合わせ
ると、養成課程において、保育における「環境」
を捉える視点が増えたことは評価に値する。

実際、 講義終了後に課している振り返りの中
では、「最初は環境構成や自然との触れ合い、
物的環境等しか思いつかなかったが、授業を受
けて、保育者や友だちの存在、保育者の留意点
等、人的なものも環境なのだと学んだ」、「環境
の講義を受けて、自然、保育室、教材などの物
的環境はもちろんのこと、家族、友達、保育者
などの人的環境すべてが子どもの育ちに影響す
ることを学んだ」といったように、学生自身の
環境に対するイメージが拡がったと多く述べら
れていた。その中でも、「人的環境」としての
保育者自身の影響力について振り返っている学
生が多く、「環境（人的・物的・自然）は、保
育者の意識で本当に変わるので、子どもが伸び
伸びと成長できる環境を整えられるように自分

自身も敏感に感じられるようになりたい」「環
境という子どもたちが育つ上で必要なものを保
育者は作り出し子どもたちに提案することで、
子どもたち一人ひとり、または子どもたち同士
で学び合うことができるのだと考えられるよう
になった」といった保育者自身の環境に対する
向き合い方が子どもの育ちに大きく影響を与え
るものであることを理解した記述も多くみられ
た。「物的環境」においては、「物を置く位置で
すらも、子どものことを考えて保育を薦めてい
るということを知り、驚いた」、「何気なく飾っ
てある物が、実は再利用されていたり、物の配
置も子どもの目に入る所に置いていたり、以前
の実習では気づかなかったことが今回の実習で
は気づくことができた」といった物の配置やそ
の物自体の環境としての意味についての記述も
みられた。また、「私が保育者として現場に立っ
た時、私の言葉で子どもたちは良いようにも悪
いようにも変わってしまう。これはとても恐ろ
しいと思った。そして、それだけ保育者は責任
が重く大変な仕事であると思う。どのような子
どもに育ってほしいのか、それが一番子ども立
ちに影響すると思うので、慎重に考えたいと
思った」「自分一人ではなく、周りの保育者の
考えをお互いに聞き合い子どもたちにとって子
どもが主体となる環境をつくることがとても大

表 5．学生の特性と「環境」に対するイメージの出現数との相関
質問項目 人的環境 物的環境 空間的環境 自然環境

自然の中で過ごすことが好きである 　.02 　.04 　.01 　.07
季節の変化に気が付くことができる −.07 　.04 −.19* −.14
花や野菜を育てることが好きである −.03 　.13 　.15* −.03
虫や小さな生き物を捕まえたり触ったりすることができる −.00 −.06 　.04 −.12
屋外で過ごすことが好きである 　.00 　.08 　.08 　.14†
室内で過ごすことが好きである 　.01 −.01 −.01 　.05
一人でいることが好きである −.03 　.03 −.13† 　.08
いろいろな人とかかわることが好きである −.06 　.05 　.03 　.00
整理整頓が得意である 　.01 −.04 　.16* −.10
新しいことを発見することができる −.02 　.02 　.09 −.06
様々な工夫を考えることができる 　.15† 　.12 　.05 −.06
どうしたらよいか、思考や行動の選択肢をいくつか考えることができる 　.05 　.15* 　.05 −.16*
いろいろな角度からものごとを考えることができる −.02 −.02 　.10 　.00
自分が直面している状況を正確に理解することができる 　.03 　.04 −.04 −.14†
計画にないことが起きても、落ち着いて対応できる −.02 　.04 −.04 −.05

注）有意水準：†p<.10, *p<.05, **p<.01, ***p<.001

表 5．学生の特性と「環境」に対するイメージの出現数との相関
質問項目 人的環境 物的環境 空間的環境 自然環境

自然の中で過ごすことが好きである −.02** −.04** −.01** −.07**
季節の変化に気が付くことができる −.07** −.04** −.19** −.14**
花や野菜を育てることが好きである −.03** −.13** −.15** −.03**
虫や小さな生き物を捕まえたり触ったりすることができる −.00** −.06** −.04** −.12**
屋外で過ごすことが好きである −.00** −.08** −.08** ll.14†
室内で過ごすことが好きである −.01** −.01** −.01** −.05**
一人でいることが好きである −.03** −.03** −.13† −.08**
いろいろな人とかかわることが好きである −.06** −.05** −.03** −.00**
整理整頓が得意である −.01** −.04** −.16** −.10**
新しいことを発見することができる −.02**　 −.02** −.09** −.06**
様々な工夫を考えることができる 　.15†   −.12** −.05** −.06**
どうしたらよいか、思考や行動の選択肢をいくつか考えることができる −.05** −.15** −.05** −.16**
いろいろな角度からものごとを考えることができる −.02** −.02** −.10** −.00**
自分が直面している状況を正確に理解することができる −.03** −.04** −.04** −.14†
計画にないことが起きても、落ち着いて対応できる −.02** −.04** −.04** −.05**

注）有意水準：† p<.10, *p<.05, **p<.01, ***p<.001
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切だと感じた」「子どもの意欲や自主性を育む
ための言葉がけの工夫、活動の工夫をしっかり
できる保育者になりたい」「子どもが何かやり
たいことを見つけ、諦めずにやれるような環境
作り、援助をしていける保育者になりたい」と
いった自分自身の在り方についても言及してい
る学生もいた。これらの記述から、学生は、15
回の講義を通して、子どもを取り巻くすべての
ものが環境であるという認識への拡がり、自分
自身もまた、保育者として重要な環境の一部で
あるという意識化が進み、保育者としての「環
境」への向き合い方まで考察することができた
と考えられる。

また、「空間的環境」においては、「場所」や
「色以外の視覚刺激」に関するイメージは増加
したものの、「雰囲気」に関するイメージは減
少した。また、「音」「匂い」「動線」「時間」に
関するイメージを挙げた回答はほとんど見られ
なかった。保育者養成の段階においては、保育
室や園庭といった「場所」は着目しても、そこ
で工夫されるレイアウトや配置といった「空間」
を十分に意識することまでには至らないのかも
しれない。また、講義において、こうした「音」
や「匂い」に関する環境について特化した内容
を取り上げられなかったことも、この結果に影
響を与えていると考えられる。保育者養成の段
階でこうした部分にまで教授する内容の工夫が
求められると言えるだろう。

さらに、保育における「環境」に対するイメー
ジと学生の特性との関連も検討した。その結果、

「物的環境」「空間的環境」「自然環境」に対す
るイメージ（の出現数）は、学生の生活経験や
柔軟的思考のもち方との間に正の相関関係があ
ることが分かった。この結果は、大場（2007）
や曽根（2016）の指摘を裏付けるものとも言え
る。しかし、「人的環境」に対するイメージと
学生の特性との間には有意な関連性がみられな
かった。また、「空間的環境」における「季節
の変化に対する気づき」との関連や「自然環境」
における「複数の選択肢の考案」との関連は、

どちらも負の関連性を示しており、学生のもつ
ポジティブな側面すべてが、保育における「環
境」に対するイメージと好意的な関連性を示す
訳ではないことが分かった。その背景にまで考
察は及ばなかったが、保育における「環境」に
対するイメージと好意的な関連性を示す特性と
示さない特性があることが判明したことは有意
味な知見となった。

Ⅴ．本研究の限界と今後の課題
本研究では、保育者養成という観点から、養

成校に通う短期大学生を対象に、保育における
「環境」に対するイメージの全容を明らかにし
ようと試みた。しかし、現場保育者を含めた検
討までは至っていない。今後は、現場保育者も
含めた検討を行い、「環境」に対するイメージ
の変容を縦断的・横断的に検討することが求め
られる。

また、保育における「環境」に対するイメー
ジと個人的特性との関連についても検討を行っ
た。しかし、その関連性は一様ではなく、好意
的な関連を示す特性もあれば、示さない特性も
あった。今後は、保育観や発達観など、個人特
性を広く捉える項目を加え、保育における「環
境」に対するイメージに関連を示す特性を検討
するなど、さらなる発展が望まれる。
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表 5．学生の特性と「環境」に対するイメージの出現数との相関
質問項目 人的環境 物的環境 空間的環境 自然環境

自然の中で過ごすことが好きである 　.02 　.04 　.01 　.07
季節の変化に気が付くことができる −.07 　.04 −.19* −.14
花や野菜を育てることが好きである −.03 　.13 　.15* −.03
虫や小さな生き物を捕まえたり触ったりすることができる −.00 −.06 　.04 −.12
屋外で過ごすことが好きである 　.00 　.08 　.08 　.14†
室内で過ごすことが好きである 　.01 −.01 −.01 　.05
一人でいることが好きである −.03 　.03 −.13† 　.08
いろいろな人とかかわることが好きである −.06 　.05 　.03 　.00
整理整頓が得意である 　.01 −.04 　.16* −.10
新しいことを発見することができる −.02 　.02 　.09 −.06
様々な工夫を考えることができる 　.15† 　.12 　.05 −.06
どうしたらよいか、思考や行動の選択肢をいくつか考えることができる 　.05 　.15* 　.05 −.16*
いろいろな角度からものごとを考えることができる −.02 −.02 　.10 　.00
自分が直面している状況を正確に理解することができる 　.03 　.04 −.04 −.14†
計画にないことが起きても、落ち着いて対応できる −.02 　.04 −.04 −.05

注）有意水準：†p<.10, *p<.05, **p<.01, ***p<.001

05_青木加奈･古屋真.indd   51 18/1/27土   15:16



― 52 ―

萌文書林
文部科学省（1989）．幼稚園教育要領
文部科学省（2017）．幼稚園教育要領
大場幸夫（2007）．こどもの傍らに在ることの意

味―保育臨床論考―　萌文書林
大神優子（2017）．保育環境知識に関する言語想

起課題の検討（3）―実習段階の比較―　和
光女子大学紀要，57，75-85.

大豆生田啓友（2016）．「対話」から生まれる乳
幼児の学びの物語―子ども主体の保育の実
践と環境―　学研

小川博久（2000）．保育援助論　生活ジャーナル
小野真喜子・飯島典子（2017）．保育学生の環境

構成の理解を促す保育内容「環境」の授業
展開　聖和学園短期大学紀要，54，131-
140.

佐藤有香（2017）．人的環境としての保育者の役
割―現職保育者自身の視点で―　こども教
育宝仙大学紀要，8，57-64.

汐見稔幸・村上博文・松永静子・保坂佳一・志
村洋子（2012）．乳児保育室の空間構成と“子
どもの行為及び保育者の意識”の変容　保
育学研究，50（3），298-308.

曽野麻紀（2016）．保育系短期大学生の気付きに
関する一考察―「保育内容・環境」の授業
実践から―　洗足論叢，45，131-140.

高山（2014）.
山田恵美（2012）．幼児の活動の展開を支える保

育環境―絵本コーナー内の場と読み方―　
保育学研究，50（3）．263-275.

【参考文献】
原口純子（2003）．保育内容「環境」の授業内容

の検討　洗足論叢，32，83-91.
池田幸代（2011）．幼児教育における保育内容「環

境」の捉え方についての研究―「環境を通
した教育と「領域・環境」における、二つ
の「環境」の関係―　洗足論叢，40，115-
127.

戸田雅美（2004）．保育をデザインする―保育に
おける「計画」を考える　フレーベル館

冨岡量秀（2014）．保育内容・環境の指導法に関
する研究―「保育者養成」という共通の基
盤に立った協同的取り組み―　大谷大学短
期大学部幼児教育保育科研究紀要，16，
19-25.

05_青木加奈･古屋真.indd   52 18/1/27土   15:16


